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「
ま
ち
の
ち
か
ら
協
議
会
」
は
、
新

た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
平
成

25
年
３
月
に
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ

発
足
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
設
立
趣
意

書
の
目
的
は
以
下
の
５
項
目
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

１ 
協
議
の
場

２ 

ま
ち
の
ち
か
ら
の
醸
成

３ 

自
助
・
共
助
・
公
助
の
ま
ち
づ
く
り

４ 

地
域
住
民
の
主
体
の
市
政

５ 

地
域
住
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
、

自
己
実
現
の
場
を
創
出
す
る

こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
行
政
と
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
よ
り
良
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
協
議
体
が
「
ま
ち

の
ち
か
ら
協
議
会
」
で
す
。

各
地
域
に
は
自
治
会
を
は
じ
め
い
ろ

い
ろ
な
団
体
が
専
門
的
に
活
動
し
、
地

４
月
よ
り
、
浜
須
賀
小
学
校
に
校
長

と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
松
永
忠
弘

と
申
し
ま
す
。

「
学
校
は『
あ
る
』も
の
で
は
な
く『
つ

く
る
』
も
の
」
と
元
大
阪
市
立
大
空
小

学
校
校
長
　
木
村
泰
子
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
意
味
当
た
り

前
の
こ
と
で
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
突
き
詰
め
て
考
え
た
と
き
そ

の
意
味
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
が
よ
く
子
ど
も
た
ち
に
話
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
静
か

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
言
葉

で
す
。「『
静
か
に
し
な
さ
い
。』
で
は

域
の
問
題
解
決
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

よ
り
広
い
範
囲
で
連
携
を
図
り
、
問
題

の
共
有
、
解
決
策
の
協
議
、
行
政
へ
の

問
題
提
起
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
安

心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

協
議
会
の
構
成
は
、
自
治
会
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
体
育
振
興
会
、
青
少
年

育
成
推
進
協
議
会
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
、
小
中
学
校
等
が
参
加
し

て
お
り
各
団
体
と
連
携
し
地
域
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。現
在
の
活
動
内
容
は
、

市
民
の
つ
ど
い
、
防
災
訓
練
、
赤
ち
ゃ

ん
サ
ポ
ー
ト
、
広
報
紙
発
行
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
市
民
の
つ
ど
い
】
日
ご
ろ
の
困
り
ご

と
や
疑
問
を
目
安
箱
に
投
入
し
て
も
ら

い
、
行
政
に
民
意
を
反
映
し
て
い
く
体

制
で
、
行
政
と
市
民
の
協
議
の
場
と

遅
い
。
あ
な
た
た
ち
は
ロ
ボ
ッ
ト
じ
ゃ

な
い
。
自
分
で
考
え
な
さ
い
。
言
わ
れ

浜須賀地区まちのちから
協議会  会 長

青木 三郎

浜須賀小学校
校 長

松永 忠弘

て
静
か
に
す
る
の
で
は
遅
い
。
自
分
た

ち
で
静
か
を
つ
く
る
の
で
す
。」「
静
か

を
つ
く
る
」
の
は
、
主
体
的

な
姿
勢
で
す
。
こ
れ
と
同
じ

こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
学
び
の
主
体
で
あ

る
子
ど
も
自
ら
自
分
の
学
校

を
つ
く
る
。
保
護
者
が
自
分

の
子
ど
も
が
学
ぶ
学
校
を
自

分
が
つ
く
る
。
地
域
住
民
が

地
域
の
宝
が
学
ぶ
学
校
を
自

分
が
つ
く
る
。
教
職
員
は
自

分
の
働
く
学
校
を
自
分
が
つ

く
る
。
自
分
が
つ
く
る
自
分

の
学
校
は
、
み
ん
な
が
大
事

な
っ
て
い
ま
す
。

【
防
災
訓
練
】
小
中
学
校
３
か
所
で
避

難
者
を
受
け
入
れ
、消
火
器
取
り
扱
い
、

起
震
車
体
験
、
応
急
手

当
等
災
害
時
に
知
っ
て

お
く
べ
き
基
本
事
項
の

訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
】

子
育
て
を
し
て
い
る
お

母
さ
ん
た
ち
を
応
援
す

る
事
業
で
、
子
育
て
に

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
専

門
家
の
指
導
も
受
け
て

い
ま
す
。

【
広
報
紙
発
行
】
年
３

回
発
行
し
、
各
団
体
の

活
動
状
況
報
告
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
ち
の
ち
か
ら
協
議
会
は
市
と
地
域

と
の
連
携
に
よ
り
問
題
解
決
を
図
る
仕

組
み
で
あ
り
一
人
で
も
多
く
の
方
が
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
良
い
地
域

づ
く
り
推
進
の
力
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
協
議
会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

に
し
ま
す
。
自
分
の
も
の
だ
か
ら
で

す
。」子ど

も
た
ち
一
人
一
人
は
、
可
能
性

を
秘
め
た
存
在
で
す
。「
伸
び
る
力
」

を
も
っ
て
い
ま
す
。「
成
長
す
る
力
」

と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
様
々
な
も
の
や
人
、

事
柄
と
か
か
わ
る
こ
と
で
、
強
く
太
く

確
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
と
き
大
切
な
の
は
、
そ
れ
ら
と
の
か

か
わ
り
方
で
す
。
子
ど
も
た
ち
自
身
が

主
体
的
に
活
動
し
た
と
き
、
大
き
く
た

く
ま
し
く
成
長
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。教

職
員
は
、
学
校
の
責
任
と
役
割
を

し
っ
か
り
と
自
覚
し
、
地
域
の
皆
様
と

手
を
携
え
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
幸

せ
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
ま
ち
の
ち
か
ら
」
で

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

すこやか赤ちゃんサポート

1年生を迎える会

自
分
が
つ
く
る
自
分
の
学
校

サポートスタッフ募集！！
TEL 87ー1101（浜須賀会館）

すこやか赤ちゃんサポート 浜須賀会館大広間　毎月第3木曜日　9時30分～11時30分

すこやか赤ちゃんサポートでは今年生まれた赤ちゃん、新生児を中心に多くのお母さんとお子さんとの出会いの場所を
提供しています。

手遊び・絵本の読み聞
かせ・お母さん対象の季
節の制作。保健師さん
のお話・相談・体重測定
など。そして、陥り易い
子育てのストレスや孤独
感の解消の一端となれ
ば大変ありがたいと考え
ております。どうぞお
気軽に参加して下さい。

4月18日（木）

5月16日（木）

6月20日（木）

7月18日（木）

8月15日（木）

9月19日（木）

10月31日（木）

11月21日（木）

12月19日（木）

1月16日（木）

2月20日（木）

3月19日（木）

内  容日  時

お母さん同士も仲良くなりました

・手遊び
・制作
・お母さん仲良しタイム
・絵本の読み聞かせ

など

「かぶと」や「七夕飾り」
など、季節を楽しむ
制作もありますよ！

※偶数月は乳幼児健康相談あり
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令和元年は浜須賀会館が開館して36年となります。新しい時代としてふさわしい意気込み
で臨みたいと考えています。昭和59年に茅ヶ崎市は、はじめてのコミュニティセンターとし
て浜須賀会館を立ち上げました。当時としては斬新な考えでした。日本全国でも3番目です。
　今年度も利用者にとって、我が家のよう
な気持ちで過ごせる空間、友達と共に楽し
く時を共有できる場所としての役割を果た
して参りたいと思います。利用者の皆さん
には設立以来ルールをしっかり守り利用し
ていただいています。新規の方 は々申請時
にしっかり説明を聞いて理解していただい
ています。会館利用については電話でも
応対できます。利用者と管理者が一体と
なって浜須賀地区の大切な宝、浜須賀会
館を育てて参りましょう。

地域で育てよう子どもたち
浜須賀小学校区青少年育成推進協議会では、子どもと大人が協力し合いながら青
少年育成活動を推進しています。今年度も『子どもたちの安心安全に関する支援活
動』『青少年の豊かな
体験と交流の場づくり』
『地域とのパイプ役』の
３つを柱に活動を行い
ます。近年、地域で子
どもたちを育む大切さ
がますます必要とされて
おります。今年度もご
理解、ご協力のほどよ
ろしくお願い
いたします。

浜須賀地区を安心 ・安全で住みやすい地域にするため平成２５
年３月９日に設立しました。浜須賀地区の各自治会長をはじめ、
２７人の委員と各学校 ・地域包括センターの準委員４人で構成
され、 市と連携しながら、 話し合いや事業を行っています。

浜須賀地区を安心 ・安全で住みやすい地域にするため平成２５
年３月９日に設立しました。浜須賀地区の各自治会長をはじめ、
２７人の委員と各学校 ・地域包括センターの準委員４人で構成
され、 市と連携しながら、 話し合いや事業を行っています。

浜須賀小学校区青少年育成推進協議会

今年度、浜須賀中学校は44年間続いてきた学校教育目標を改訂しました。変化が激
しく、未来の予測が難しいこれからの社
会を担うこどもたちにつけたい力を意識し、
「自律･･･自分で考え判断して、行動する」
「共育･･･多様な他者と関わり、共に育つ」
「貢献･･･自らの力を生かし、社会に貢献す
る」の3つにしました。地域の皆様もぜひ
覚えていただき、未来を担うこどもたちを
「共に育てる」ためにお力をお貸しいただ
ければ幸いです。

浜須賀中学校 自治会とは住民がお
互いに協力して住みよ
い街を作るために自
主的に組織された団
体です。連合会は浜
須賀地区にある12の
自治会で運営されて
います。各自治会で
はそれぞれに工夫を
凝らした活動が行わ
れていたり、地域で
行われる各種の行事
に参加協力して地域
内のコミュニケーショ
ン作りや、街づくりに
日々奮闘しています。

自治会連合会

緑が浜小学校区青少年育成推進協議会

▲子ども料理教室は毎年大人気のイベントです。

▲体育祭入場行進

▲登校指導をしてくださる
「みどりっこ見守り隊」と小学１年生

▲運動会（6年生）

「『遊び』の中に、子どもたちの『学び』と『成
長』がある。」これが浜須賀小学校の原
点です。市内でも30分の休み時間を設
けている学校はそうそうありません。浜須
賀小学校は、子どもたちの「主体性」を
育んでまいります。

浜須賀小学校
21世紀のスタートと共に創立された本校
も、開校19年目を迎えます。全校328名、
「よく遊び　じっくり学び　正しく選ぶ」
という、学校教育目標の実現を目指して
います。

緑が浜小学校

地域包括支援センターあさひは介
護や保健医療、福祉に関する公
的な相談窓口です。高齢者に限
らず、障がい者や子どもの初期
相談窓口として、福祉相談室も
併設しております。相談は無料で
す。お気軽に電話や来所くださ
い。（0467-84-6383）

地域包括支援センターあさひ

▲パックリ競走（体育祭） ▲浜須賀会館まつり

自
治
会
地
区
割
り

各小学校区にひとつずつ青少年（幼児から二十歳まで）の育成の手助けをする為に
組織された団体で、今年で創立19年になります。緑が浜小学校区は浜須賀地区と
松浪地区にまたがっていますので、緑が浜小学校・浜須賀中学校・松浪中学校の
3校の先生方と青少年
指導員、各団体の代表
の方 に々よって構成され
ています。子ども会も3
つあり、夏の子ども大
会ではそれぞれに工夫
を凝らした手作りの物
が子どもたちに大変人
気があります。

▲絵本作家と役員

浜須賀小学校 PTA
浜須賀小学校では、昨年に続きPTA役員や委員の仕事
内容の効率化を求め、さらにIT化を進めているところです。
また、今年度は子ども達の登下校の安全に重点を置いて
活動していきます。そのため、『旗振り委員』を新設し、
校外委員の仕事内容も大きく見直しました。本部はもちろ
ん、各委員会、スタッフ、サークルなどPTAに関わる全
ての保護者が、各自の貴重な時間をより意味のある有意
義な活動に使えるように、工夫していきます。

▲新設『旗振り委員』の旗振り講習受講風景 ▲朝の通学路見守り ▲社協の活動内容

浜須賀中学校保護者会
私たちは学校と保護者が連携・協力して、浜
須賀中学校の教育を進展させることを目的とし
て活動しています。本年度も各学級から2名、
合計37名の保護者と、先生方8名が活動の中
心となっています。年間5回の定例会のほか、
体育祭（5月）、合唱大会（10月）花に水やり・
植替え、リサイクルバザー（3月）などに関わっ
ています。また、地区の推進協役員や浜須賀
会館まつりのおでん販売も行っています。

▲花の水やり・植替え（3月）
▲地域に出向き、認知症予防の普及啓発
　にも取り組んでいます

浜須賀会館管理運営委員会

浜須賀地区社会福祉協議会
“住んでいてよかったまちはますか”

浜須賀地区社協は、このスローガンのもとに地域福祉の向上に取り
組んでいます。人生100年時代と言われ高齢化社会がすすんでおり、
日常生活においての不安の解消、不便さの解消、隣近所との助け合い、
日常の活動場所等いろいろな問題が発生してきます。これらの問題

解決に地域の福祉
活動の重要性が増し
ています。
地区社協では、ボ
ランティアグループ
による支援、福祉
相談、各種イベント
の開催により、より
多くの地域の方が安
心して楽しく生活で
きる身近な存在とし
て活動しています。

浜須賀地区体育振興会
当会は地域の皆様の健康維持・体力の増進、併せて住民相互の親睦融和
を図る為の活動を目的とし、6月の球技大会（ソフトボール・ソフトバレー）、
7月の納涼祭、10月の体育祭等のスポーツ・レクリエーションを主事業に行っ
ています。また市主催の高南一周駅伝競争大会（1月）、ニュースポーツフェ
スティバル（２月）、ファミリーバドミントン大会（３月）等への参加とスポー
ツ講習会の開催も併せて行っています。

浜須賀地区
民生委員児童委員協議会
こんにちは、民生委員児童委員です。私たち21名は、
浜須賀地区を担当し内二名は主任児童委員です。19
名は300～400世帯を担い、高齢の方、障害のある方、
子育て、ひとり親世帯等の方から相談を受け適切な専
門関係へつなぎ、解決方向へ共に歩んで参ります。そ
のために日々の見守り、ご家庭にも伺います。自分だ
けで悩まず、民生委員児童委員へ先ず声をかけてくだ
さい。委員からも声をおかけします!!
担当委員を知る方法▶① 浜須賀会館ロビーのポス
ター② 茅ヶ崎市福祉政策課へ電話③ 地区会長へ電
話（0467-86-5192）

防災
部会

環境
部会



・市民集会「市民のつどい」
・地区防災訓練
・すこやか赤ちゃんサポート

まちのちから協議会
7/13（土）
10/12（土）
毎月第3木曜日
（9:30～11:30）

6/9（日）
7/20（土）
10/6（日）
予備日：10/13（日）
1/13（月・祝）

浜須賀地区体育振興会
・球技大会（自治会対抗）
・納涼祭
・第43回地区体育祭

・高南一周駅伝（市主催）

菱沼南部、松が丘ハイツ
平和町、浜須賀
三が丘、オーベル、菱沼海岸、菱沼海岸緑
松浜、浜須賀住宅、松涛会、翠松会
菱沼南部、松が丘ハイツ
平和町、浜須賀
三が丘、オーベル、菱沼海岸、菱沼海岸緑
松浜、浜須賀住宅、松涛会、翠松会

・サロンはますか（原則第2・第4金曜日）
・福祉講座 2月
・敬老のつどい 9/7（土）
・地区懇談会 7/19（金）
・ふれあい昼食会（自治会別年2回）
5/17（金）
6/21（金）
7/5（金）
10/4（金）
11/15（金）
12/20（金）
1/17（金）
3/6（金）

・サポートはますか：毎週月、火、木、金曜日(9:30～12:00)
・福祉なんでも相談：毎月第１水曜日(9:30～12:00)

浜須賀地区社会福祉協議会

・子ども料理教室
・子ども大会
・夏季夜間パトロール
・見守り強化日パトロール

7/24（水）
9月・11月
8/26（月）
毎月1回

浜須賀小学校区青少年育成推進協議会

※令和元年度、地域の皆様にご協力、ご参加いただく主
な事業です。終了している事業は、年間の目安として掲
載しました。
※日時・内容は変更となる場合があります。

浜須賀地区の年間予定表

浜須賀会館管理運営委員会
・夏休みお楽しみ会 7/25（木）
・音楽会 7/6（土）
・物作り教室  6月・11月
・講演会  9月・11月
・浜須賀会館まつり 10/26（土）・27（日）
・料理教室 11月
・シニアエアロビック教室 月 2 回（4～3月）
・シニアヨガ教室  月 2 回（4～3月）
・味噌作り教室 1月末～2月初
・麻雀ルーム 毎週　木・土

緑が浜小学校区青少年育成推進協議会
・親子釣り大会 7/7（日）
・みどりの子夏まつり・子ども大会 8/4（日）
・本物に触れよう講座 11/14（木）
・みどりっこ見守り隊                   毎月第1月曜日

浜須賀地区民生委員児童委員協議会
・民生委員児童委員一斉改選→11月
・新任委員研修→1月
・見守り・安否確認→通年
・他関係団体行事への参加協力

《運動会・体育祭》
・浜須賀中学校
・浜須賀小学校
・緑が浜小学校
《学校へ行こう週間》
・浜須賀中学校
・浜須賀小学校
・緑が浜小学校

5/25（土）
6/1（土）
11/2（土）

10/21（月）～11/1（金）
11/7（木）～11/13（水）
11/11（月）～11/15（金）

小・中学校

※雨天順延

令和元年7月15日発行（　）浜須賀まちのちから第15号 4

歌体操教室「寝（ね）防止（ぼし）」ｉｎ浜須賀会館  スタート！

趣味を増やしませんか？

歌体操教室「寝防止（ねぼし）は、歌体操ボランティアが運営し、金太郎やチューリップなど、やさしい童謡を歌い
ながら普段使っていない筋肉を動かす体操です。参加者からは、「楽しい」「元気になる」といった声も多く、中には、
なんと、杖で「めだかの学校（転ばないための歩行訓練用の童謡）」に参加していた方が、杖を使わなくなったり、年
1回実施の体力測定で、ロコモティブシンドロームから脱却した方も多数います。
浜須賀会館での歌体操教室は、6月にスタートしたばかりです。ボランティアと参加者、地域の関係者と行政の4者が、
協力し合って定着させていければと願っています。「つまづきやすい」「階段を上るのに手すりが必要」など、体力に自
信がなくなった高齢者の方、ぜひのぞいてみませんか？ 笑顔のボランティアさんがお待ちしています。
＊ロコモティブシンドロームとは、骨・筋肉等の運動器の障害のために自力での移動が困難になり介護が必要となる危険性が高い状態

囲碁や麻雀、カラオケ、太極拳など
人生で経験しなかったことを始めてみるのはいかがですか？
一歩前に進んでみましょう！

囲碁 ：毎週火～土曜日 12 時 30 分～ 17 時
(ラウンジにてふらっとお見え頂いて利用可能 )

麻雀 ：毎週木曜日・土曜日 9 時～ 17 時
太極拳 ：サークルに加入して参加できます。
その他： 毎月１日・15日の回覧板にてお知らせしています。
浜須賀会館にお問い合わせください。（87-1101）

浜須賀会館歌体操教室のご案内
日時 ：毎月第 1・3 水曜日　10 時～11時
持物 ：内履き・飲み物・タオル
注意 ：事前に連絡をしてください
連絡先 ： 市役所高齢福祉介護課 ☎82ー1111

麻雀 囲碁

浜須賀会館        高齢者

今
号
は
、
令
和
元
年
度
初
の
発
行
と
な

り
ま
す
の
で
各
団
体
は
原
点
に
戻
り
、
そ

の
活
動
と
今
後
の
予
定
を
主
眼
と
し
た
内

容
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
活
動
へ
の

ご
支
援
と
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。（
小
嶋
・
角
田
）

ど
の
自
治
会
も
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
、
防
災
対
策
に
も
力
点
が
お
か
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

浜
須
賀
地
区
で
は
例
年
秋
に
行
わ
れ

て
い
る
「
地
区
防
災
訓
練
」
が
浜
須
賀

中
学
校
、
浜
須
賀
小
学
校
の
２
会
場
に

お
い
て
、
10
月
12
日
（
土
）
に
実
施

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
中
学
生
パ
ワ
ー
全
開
！

こ
れ
ま
で
も
例
年
そ
れ
ぞ
れ
２
会
場

で
は
中
学
生
が
熱
心
に
活
躍
し
て
く
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
さ
ら
に
活

動
の
場
を
広
げ
て
、
地
域
と
の
一
体
化

を
図
ろ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
、
具
体

的
な
内
容
の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
災
害
は
時
や
場

所
を
選
び
ま
せ
ん
。
平
日
の
昼
間
に
起

こ
っ
た
と
し
た
ら
、
若
い
力
が
足
り
ず

緊
急
の
対
応
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
、
行
動
力
と
パ
ワ
ー
を
も
っ
た
中

学
生
の
存
在
は
大
い
に
頼
り
が
い
の
あ

る
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。
地
域
に
生

ま
れ
、
地
域
に
育
っ
た
中
学
生
の
活
躍

に
大
い
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
６
月
４
日
に
は
、
浜
須
賀
地

区
防
災
拠
点
打
合
会
と
し
て
三
校
関
係

者
、
市
の
配
備
職
員
、
各
自
治
会
防
災

リ
ー
ダ
ー
ら
が
一
同
に
会
し
、
日
頃
の

編

集

後

記

活
動
の
意
見
交
換
や
協
力
体
制
な
ど
を

話
し
合
い
、
具
体
的
に
「
避
難
所
」
と

し
て
の
役
割
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

環
境
部
会
は
地
区
内
12
自
治
会
の

自
治
会
長
と
環
境
指
導
員
23
名
に
て

構
成
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
環
境
指
導
員
活
動

は
、
４
月
22
日
（
月
）
に
市
で
開
催

さ
れ
た
委
嘱
式
及
び
研
修
会
へ
の
出
席

に
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

主
な
活
動
と
し
て
、５
月
29
日
（
水
）

に
第
１
回
環
境
部
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
議
題
は
市
よ
り
『
ご
み
処
理
に
関

す
る
今
年
度
の
課
題
に
つ
い
て
』
の
説

明
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今

年

度

の

ご

み

処

理

の

主

な

変

更

点

●
２
０
１
９
年
度
版　

ご
み
と

資
源
物
の
分
け
方
・
出
し
方
に

つ
い
て

廃
食
用
油
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
ス
ク

リ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
プ
式
）
に
入
れ
、
ふ
た

を
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
使
用
済
小
型
家
電
の
対
象
品

目
拡
大
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
指
定
17
品
目
（
携
帯
電

話
、
デ
ジ
カ
メ
等
）
だ
っ
た
の
が
、
今

年
度
よ
り
、「
回
収
ボ
ッ
ク
ス
投
入
口

（
30
㎝
×
15
㎝
）
に
入
り
、
奥
行
き

30
㎝
程
度
の
大
き
さ
で
、
電
気
・
電

池
で
動
く
も
の
」
に
対
象
が
拡
大
。
回

収
ボ
ッ
ク
ス
は
浜
須
賀
会
館
に
も
置
い

て
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
活
動

①
ご
み
集
積
場
所
の
整
備
と
美
化

排
出
日
・
時
間
の
間
違
い
・
分
別

の
不
適
正
・
他
地
域
か
ら
の
持
ち
込
み

等
に
よ
る
不
適
正
排
出
啓
発
シ
ー
ル
が

張
ら
れ
る
物
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
で
き
れ
い
な
集
積
場
を
保
ち
ま
し
ょ

う
！

②
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
う
ち
、

約
22
％
も
資
源
化
可
能
な
資
源
物
（
紙

類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
）

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
分
別
は
き
っ
ち

り
行
い
ま
し
ょ
う
！

③
「
ご
み
処
理
の
課
題
」
に
関

す
る
自
治
会
意
見
交
換
会
の
実

施
に
つ
い
て

今
年
度
も
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
積

極
的
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。（
平

成
30
年
度
は
全
市
で
１
１
１
自
治
会
で

実
施
、
２
７
０
８
名
参
加
）

引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

環
境
部
会

防
災
部
会

中学生が大活躍100㌧水槽の説明を受けています

ごみの課題などについて
話し合っています


